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要旨 
モバイル端末の文字メールを利用した「スケジュール管理システム」を開発した。こ

のシステムは、ユーザがケータイの文字メール機能を利用してスケジュール情報など

をサーバーに送信することにより、様々な端末でのスケジュール表示を可能にするも

のである。また、このシステムで開発した機能を応用し学習支援のための「モバイル

単語帳システム」を開発した。合せて、文字メールの文を入力することを想定して、

端末によって異なる文字入力方法の文字入力速度を調査した。 

 
 

１．はじめに 
 近年の携帯電話（ケータイ）には様々な機

能が内蔵されており、文字メール機能やスケ

ジュール管理機能などもこれに含まれる。ケ

ータイユーザ 14,739 人を対象に、使用する
機能を調べた 2008 年の調査５）によると、

「通話」の 95.2%に次いで、「文字メール機
能」が 93.8%と２番目に高く、多くのユーザ
がメールの使用に慣れているといえる。「ス

ケジュール管理機能」は 28.3%で使用機能の
うち 11 番目である。利用者層との関係など

はこの調査では示されていないが、メール機

能の利用率の高さに比べ、多くの人が日常的

に行っているスケジュール管理にケータイを

利用する人はあまり多くないと言える。 
本研究では、以上の点に注目し、利用率が

高く使用に慣れていると思われる文字メール

機能を利用してケータイで情報登録できる

「スケジュール管理システム」を開発した２,3）。 
また、このシステムと同様の機能を応用し、

ケータイ文字メールで利用する「モバイル単

語帳システム」も開発した。 
合せて、文字メール文の入力を想定して、

端末や入力方法ごとの文字入力速度を調査し、

ユーザビリティについて考察した。 

* 本研究の一部は、モバイル学会シンポジウ
ムモバイル 08１), 日本人間工学会東海支部
2008２), JSiSE 学生研究発表会 2009３), モバ
イル 09４)において筆者が発表した。 
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２． スケジュール管理システム 
２．１．概要 
 開発した「スケジュール管理システム」で

は、ケータイのメール機能を利用していつで

もどこでもスケジュール登録を行うことがで

きる。登録されたスケジュールは、Webブラ
ウザが搭載されている端末で閲覧できる。 
 
２．２．利用法と処理の流れ 
ユーザは、管理者が割り当てたアドレス宛

に指定されたフォーマットのメールでスケジ

ュール情報を送信する。サーバーに送信され

たメールはデータベースに登録され６,７）、

PHPプログラムによってカレンダー形式の
Webページが自動生成されるので、ケータイ
のWebブラウザでスケジュールが閲覧でき
る。このWebページはPCからも閲覧できる。 
図１はシステムの流れを表している。サー

バー上の OSは CentOS、MTA (Message 

Transfer Agent) には qmail、DBはMySQL
を使用した。 
 

２．３．入力メールのフォーマット 

 送信するメールは、件名に「予定日」、本文

に「予定の内容」を入力する（図２参照）。件

名には、予定日を４桁の西暦、月を２桁、日

を２桁で続けて入力する(例,20081106)。本文
は自由に入力できる。詳しい時間などは、本

文に書き込む。 

図２．メールのフォーマット 

① スケジュール用アドレスへフォ

ーマットに従ったメールを送信 

②メールサーバで受信後、

PHPプログラムへ 

③PHPプログラムで 

件名、本文を抽出 

④抽出した件名、本文を

データベースへ登録 

⑤カレンダー形式でHTMLファイルに出力 ⑥インターネットを通して端末から表示 

図１．「ケータイメールスケジュール管理システム」とその利用の流れ 
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２．４．スケジュールの閲覧 

データベースに登録されたスケジュールは、

情報端末のWebブラウザから閲覧できる。ま
ずカレンダーが表示される。予定が入ってい

る日付は青い太字でリンクが貼られている。

このリンクを選択すると、その日の予定（メ

ール本文に書き込んだ内容）が表示される。

カレンダーに戻る場合は「戻る」ボタンを選 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

択する。 
図３、図４、図５は、それぞれケータイ、

PSP、PC の画面にブラウザ機能によって表
示して見た（a）カレンダー画面と(b)予定内
容画面である。表のセルのサイズなど若干の

レイアウトの違いはあるが、今回確かめた３

通りの端末ではすべて見やすく表示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．PCからのスケジュール表示

(b)予定内容画面 

(a)カレンダー画面 

図３．ケータイからのスケジュール表示 

(a)カレンダー画面 (b)予定内容画面 

図４．PSPからのスケジュール表示 

(a)カレンダー画面 

(b)予定内容画面 
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３．モバイル単語帳システム 

３．１．概要 

システムを応用して、ケータイメールで単

語を登録する「モバイル単語帳システム」を

開発した３）８）。このシステムでは、文字メー

ルで単語とその意味を送信すれば、アプリケ

ーションから単語帳として利用できる。 

 

３．２．利用法と処理の流れ 

このシステムでは、いつでもどこでもケー

タイの文字メールで単語とその意味を送信し

ておけば、ケータイや PC から単語帳や用語
集として学習に利用できる。 

図６は、「モバイル単語帳システム」の利用

方法とデータ処理の流れである。ユーザはユ

FLASH 
アプリケーション 

①文字メールを使いインターネット経由で単語 

とその意味をサーバーへ送信する 

図６．「モバイル単語帳システム」とその利用の流れ 

モバイル単語帳システム 

インターネット サーバー 

インターネット 

PSP 

ケータイ 

パソコン 

③FLASH が使用できる端末で FLASH アプリ

ケーションをダウンロードし，テキストフ

ァイルを読み込み，表示する 

テキストファイル 

TXT 

PHP 

PHPプログラム 

②受信したメールは PHP プログラム

に渡され単語と意味を取り出され，

テキストファイルに登録される 

ケータイ パソコン 

(a)起動時初期画面       (b)モード選択画面       (c)単語表示画面 

図７．単語帳 FLASHアプリケーション操作画面 
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ーザごとに割り当てられたメールアドレス宛

てに単語とその意味を書いたメールを送信す

る。このとき、件名に単語、本文に意味を入

力する。 

サーバーに送信されたメールは PHP プログ

ラムへ渡される。PHP プログラムではメール

中の件名と本文が抽出され、単語登録用のテ

キストファイルへ保存される。 

単語帳を参照するには、ユーザがサーバー

上の FLASH アプリケーション（図７）へアク

セスする。FLASH アプリケーションでは、最

初にタイトル画面にある RELOAD ボタンを押

しテキストファイルを読み込む（図７ａ）。そ

の後 START ボタン（図７ａ）を押し、表示モ

ードを選択（図７ｂ）すると、登録されてい

る単語が表示され、「つぎへ」ボタンによって

単語の意味が表示される（図７ｃ）。単語の表

示モードは、登録した順に表示される「NUMBER 

モード」と、ランダムな順に表示される

「RAMDOM」モードから選択できる（図７ｂ）。 

この FLASH アプリケーションはサーバーか

らダウンロードしてローカル環境で使用する

ことも可能である（図６）。この場合、いちど

サーバーからテキストファイルを読み込んで

おけば利用端末がオフライン環境でも単語帳

機能を利用することができる。 

 

４．システムの利点と課題 

開発した「スケジュール管理システム」と

「モバイル単語帳システム」は、いずれもケ

ータイなどの文字メールで情報を送れば、サ

ーバーで情報が管理され、Webアクセス可能
な情報端末（ケータイ、PC、携帯ゲーム機な
ど）からデータを利用できるシステムである。 

これらのシステムの利点と課題をまとめる。 

 

４．１．利点 

 開発した２つのシステムに共通の利点とし

て、以下の３点が挙げられる。 

(1)慣れている操作でデータ登録ができる 

ケータイの文字メール機能という、ユーザ

が利用に慣れている機能で、スケジュールや

単語の情報登録ができる。このため、操作が

容易で手軽に利用できると考えられる。 

(2)いつでもどこでもデータ登録ができる 

ケータイなどメール送信を行うことができ

る端末があれば、いつでもどこでもその場で

データの登録が可能である。 

(3)複数の端末から利用可能である 

スケジュールの確認（図３～５）、や単語の

学習（図７）もWebアクセス可能なケータイ
などから利用できるが、このデータはサーバ

ー上に管理されて Web アクセス可能な形に
自動生成されるので、同様に PCなどからも参

照可能であり、スケジュールデータや単語情

報の加工・再利用がしやすい。 

 

４．２．スケジュール管理システムの課題 

 スケジュール管理システムの今後の課題は、 

以下の２点である。 

(1)複数の端末を利用するユーザへの対応 

現状では、スケジュール送信先アドレスに、

登録者本人だけでなく他者でもメール送信が

できてしまう。個人のスケジュール管理を保

証するために、登録者本人の発信元アドレス

を登録しておいて本人識別することもできる

が、登録者が複数の端末を所持して複数の発

信アドレスを利用する場合にも本人識別でき

るシステムを考える必要がある。 

(2)スケジュール内容の時系列処理 

 現在の仕様では、同じ日の複数のスケジュ

ールは、スケジュールの時系列ではなく受信

した順に表示される。また、現状では、必ず

いったんカレンダーが表示され日付を選択し

てはじめて内容が閲覧できる（図３～５）。今

後、利用者にとって使いやすいインターフェ

ースを考え、複数のインターフェースからユ

ーザが選択して使用できるようにしたい。 
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４．３．モバイル単語帳システムの課題 

モバイル単語帳には以下のような課題がある。

(1)ケータイ端末からのデータ編集 

このシステムでは、単語登録は文字メール

機能のみでケータイからでき、単語帳として

の利用も FLASHアプリケーション７）が実行
できればモバイル端末で行える（図７）。しか

し、現状のシステムでは、いったん登録され

た単語の削除や更新は、ケータイからは行え

ない。FLASH アプリケーションではデータ
ファイルの更新は実現できないため、メール

機能による編集方法を検討中である。 

(2)複数の意味を持つ単語などへの対応 

単語が持つ意味を複数登録する場合や同義

語をまとめておきたい場合など、登録後に新

しい意味を付け加えたり、複数の単語の関連

を情報として登録したりできる機能を考えた

い。また、辞書として利用可能なように単語

の検索機能なども今後検討すべきである。 

 

５．ユーザビリティ評価 

８．１．実験の背景 

開発したスケジュール管理システムや単語

帳システムは、ケータイだけでなく端末の機

種に依存せずどこからでも利用できるもので

あり、誰でもが使えるようにユーザビリティ

の向上を目指している。 

このようなシステムでは、文字入力・通信・

閲覧などの操作に関して、システム自体の利

用性に加えて、想定される利用端末ごとの操

作特性を考慮する必要があると思われる８）。

とくに近年のモバイル端末の入力方法は多様

化しており、ユーザビリティも様々であるの

が実情である。今回は、文字メールの文を入

力することを想定して、情報端末とその文字

入力方法ごとのユーザビリティの評価を実施

して比較を試みた。端末ごとの文字入力操作

特性を調査した。３,４, １２） 

 

８．２．実験方法 

今回の実験では、情報端末とその文字入力

方式ごとに、一定文字数の課題文の入力にか

かった時間を測定し、文字の入力速度を比較

した。１１） 

被験者は19歳～57歳の男女35人である。
それぞれにノート PC、ケータイ、スマート
フォン、iPod touchを使って文字入力をして
もらい、入力にかかった時間を測定した。実

験に使用した端末と入力方式を表１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力課題とした文字列は、表２に示すよう

に、無意味なアルファベット、無意味なひら

がな、数字漢字かな混じりの短いスケジュー

ル文の３通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひらがなは、キーボード入力ではローマ字

入力とした。スケジュール文の入力の際は、

マルチタップ方式では、ひらがな入力による

表１．使用端末と入力方式 
端末種類 型番 入力方法 

ノートPC SONY VAIO 
VGN-FJ108 

キーボード式 

スマート

フォン 

SHARP 
WS007SH 

キーボード式 

キーボード式 iPod 

touch 

Apple iPod 
touch MA623J マルチタップ 

ケータイ SHARP 
SH902i 

マルチタップ 

表２．入力課題文一覧 
種類 文字列 字数 

アルファベット wjeumbckxyfapgnsvrzd 20 

ひらがな るぬりちわとへつほに 10 

スケジュール文 

（５通りの文から１

つずつを被験者

によって順を変え

て使用した） 

０８：３０ 起床する 

０９：４５ 皆で朝食 

１０：１５ 会議出席 

１６：２５ 出張報告 

１７：００ 定時帰宅 
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漢字変換のモードの他、記号入力に特別なボ

タンを用いる必要がある１２,１３）。また、iPod 
touch の入力はディスプレイ上にボタンが表
示され、それにタッチして入力を行うソフト

ウェア方式（図８）であり、メニュー切り替

えで Qwerty 配列のキーボード入力（図８ａ）

にもマルチタップ入力（図８ｂ）にもなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、入力速度計測実験の被験者 35 人に
は、PC、スマートフォン、iPod、ケータイ、
ケータイの文字メールについて、それぞれ普

段の使用状況を、「まったく使ったことがな

い」「１～２度使ったことがある」「時々使

う」「毎日ほどではないがよく使う」「ほぼ毎

日使う」の５段階から選んでもらった。 

 

８．３．実験の結果 

まず図８に、普段の情報端末使用頻度のア

ンケート結果を示す。 
各情報端末の使用頻度・熟練度にはバラツ

キがあった。PC は「ほぼ毎日使う」との回
答が 26人、「毎日ほどではないがよく使う」
との回答が 4人で、全体の 86%が日常的に利
用していると答えた。さらに「時々使う」と

答えた 5人を加え、全員に PCの使用経験が
あった。またケータイは「ほぼ毎日使う」と

の回答が 31人、「毎日ほどではないがよく使 
(a)キーボード (b)マルチタップ 

図８．iPod touch のソフトウェア文字入力
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図９．被験者の情報端末使用頻度（アンケート結果） 
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う」との回答が 2人で、全体の 94%が日常的
に使用していると答えた。「時々使う」と答え

た 2人を加え、こちらも全員に使用経験があ
った。これらに対して、スマートフォンは「ま

ったく使ったことがない」が 33人、「１～２
度使ったことがある」が 2人と、スマートフ
ォンを日常的に使用している被験者はいなか

った。また iPod は「まったく使ったことが
ない」が 25人、「１～２度使ったことがある」
が 5人で、全体の 86%が日常的に使用してお
らず、「時々使用する」が 3人、「毎日ほどで
はないがよく使う」「ほぼ毎日使う」がそれぞ

れ 1人という結果だった。 
図１０に、端末の種類と入力方法による文

字入力速度の結果を示す。入力平均値で見る

と、ノート PC が他の端末に比べて有意に入
力速度が速く、iPodは、画面上のソフトウェ
アキーボード・マルチタップボタンのどちら 
も入力に時間がかった。スマートフォンは、

PCと同じQwerty配列のPCに比べて入力に 

 
時間がかかる。マルチタップ方式では、ひら

がな入力が比較的速い傾向が示された。これ

らの結果は、被験者の使用経験・端末や入力

方式に対する習熟度を反映していると考えら

れるが、さらに入力する内容（アルファベッ

トかひらがなか等）によって入力方式との相

性がみられる傾向を示している。 
 

１０．まとめ 

今回、使い慣れたメール送信操作を使って

スケジュールを管理できる「スケジュール管

理システム」と、思いついた時にすぐ単語登

録ができ、FLASH アプリケーションによっ
て単語帳として利用することができる「モバ

イル単語帳システム」を開発した。また、モ

バイル端末ごとの操作特性を理解するために

文字入力速度に着目してユーザビリティ評価

を実施した。 

スケジュール管理は、近年Web上でも同様
のサービスが提供されるようになりつつあり、

＊＊＊：p<0.0001    ：アルファベット   ：ひらがな     ：スケジュール

図１０．端末の種類と入力方法による文字入力速度の比較 

ノートＰＣ  スマートフォン iPod（キー入力）   iPod（マルチ） ケータイ  
Qwerty配列のキーボード          マルチタップボタン 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

文
 字

 入
 力

 速
 度
（
文
字
／
分
）

＊＊＊ 
＊＊＊ 

＊＊＊ 
＊＊＊ 

＊＊＊ 
p=0.0137 p=0.0004 



はせ研卒研２００８年度 

15 
 

今後利用者も増えるのではないかと考えられ

る。メールでの利用を想定した本件システム

も今後改良していきたい。モバイル単語帳シ

ステムについては、FLASH アプリケーショ
ンを利用することにより使いやすくシンプル

なインターフェースを実現できたと考えてい

る。今後は、実際にユーザに使ってもらい、

システムのユーザビリティについて調査して

いきたい。 

モバイル端末の入力方法に関するユーザビ

リティ評価については、端末や入力方式によ

って文字入力速度に違いがあることが改めて

示された。本件のシステムは、サーバーで情

報を共有し、Webアクセスできる情報端末な
らばどこかららでも利用できる。使用目的や

ユーザの習熟度に応じて、多様な端末から利

用できるのは、理にかなっているといえる。

今後、熟練度との関係や Web アクセスのしや

すさについても調べていきたい。 
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【コラム】学会発表で表彰 

スケジュールの閲覧 

スマートフォン 

サーバ 
インターネット 

Ｗｅｂアクセス ケータイ 

ゲーム機 
パソコン 

スケジュールをメールでサーバ

へ送信 

サーバ 
スケジュールの登録 

インターネット 

日本人間工学会東海支部研究大会

(2008.10)における発表が評価され、
名古屋文理大学はせがわ研究室から

２名が表彰（高田賞）を受けました。 


